
教育課程の時数の歴史
小学校 1886 ～ 2017 年

Ⅰ 戦前の週時数　時数の筆頭は修身
①1886年　尋常小学校4年制

修　身 1 時30分

読書・作文・習字 14時

算　術 6 時

体　操 6 時

計 27時30分

③1900年　尋常小学校4年制
学　年 1 2 3 4

修　身 2 時 2 時 2 時 2 時

国　語 10時 12時 15時 15時

算　術 5 時 6 時 6 時 6 時

体　操 4 時 4 時 4 時 4 時

計 21時 24時 27時 27時

④1907年　尋常小学校6年制
学　年 1 2 3 4 5 6

修　身 2 時 2 時 2 時 2 時 2 時 2 時

国　語 10時 12時 14時 14時 10時 10時

算　術 5 時 6 時 6 時 6 時 4 時 4 時

地　理 ― ― ― ― 3 時 3 時

理　科 ― ― ― ― 2 時 2 時

図　画 ― ― 1 時 1 時
男 2 時
女 1 時

男 2 時
女 1 時

唱　歌
4 時 4 時

1 時 1 時 2 時 2 時

体　操 3 時 3 時 3 時 3 時

裁　縫 ― ― 女 1 時 女 2 時 女 3 時 女 3 時

計 21時 24時
男27時
女28時

男27時
女29時

男28時
女30時

男28時
女30時

教育資料1 作成　中央大学池田賢市研究室　東京学芸大学大森直樹研究室

②1891年　尋常小学校3～4年制
修　身 3 時

読書・作文・習字 15時

算　術 6 時

体　操 3 時

計 27時
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⑤1941年　国民学校初等科6年制
学　年 1 2 3 4 5 6

国
民
科

修　身
10時 11時

2 時 2 時 2 時 2 時

国　語 8 時 8 時 7 時 7 時

国　史 ― ― ―
1 時

2 時 2 時

地　理 ― ― ― 2 時 2 時

理
数
科

算　数
5 時 5 時

5 時 5 時 5 時 5 時

理　科 1 時 2 時 2 時 2 時

体
錬
科

武　道 ― ― ― ―
6 時 6 時

体　操
5 時 6 時

6 時 6 時

芸
能
科

音　楽 2 時 2 時 2 時 2 時

習　字
図　画
工　作

3 時 3 時 3 時
男 5 時
女 3 時

男 5 時
女 3 時

男 5 時
女 3 時

裁　縫 ― ― ― 女 2 時 女 2 時 女 2 時

計 23時 25時 27時 31時 33時 33時

　戦前の日本では文部省の省令と通牒が授業時数（その呼称は授業時間→教授時間→教授時数→授業時数と変遷）を定めてきた。
時数の筆頭に置かれたのは修身（道徳）だった。①は、1886年の省令「小学校の学科及其程度」による毎週授業時間。同省令は
「小学校の授業時間は毎日凡五時」とすること、「土曜日は午後休業することを得」ことを規定。②は、1891年の省令「小学校の
毎週教授時間の制限」が「尋常小学校の毎週教授時間は十八時以上三十時以下」と規定したことをふまえた同年の普通学務局長通
牒「小学校各教科目毎週教授時間配当一例」による毎週教授時間。第1～2学年は18時を下限として教授時間を減らすものとし
た。③は、1900年の省令「小学校令施行規則」第4号表による毎週教授時数。④は、1907年改正の同省令第4号表による毎週教
授時数。⑤は、1941年の省令「国民学校令施行規則」第1号表による毎週授業時数。第1号表の欄外には「一時の授業時間は之を
四〇分」とすることも記された。

Ⅱ 戦後の年時数　修身と時数国定の廃止
⑥1945年　国民学校初等科6年制（時数表略）

⑦1947年　小学校6年制
学　　年 1 2 3 4 5 6

国　　語 175（5） 210（6） 210（6）     245（7） 210-245（6-7） 210-280（6-8）

社　　会 140（4） 140（4） 175（5）     175（5） 175-210（5-6） 175-210（5-6）

算　　数 105（3） 140（4） 140（4） 140-175（4-5） 140-175（4-5） 140-175（4-5）

理　　科  70（2）  70（2）  70（2）     105（3） 105-140（3-4） 105-140（3-4）

音　　楽  70（2）  70（2）  70（2）  70-105（2-3）  70-105（2-3）  70-105（2-3）

図画工作 105（3） 105（3） 105（3）  70-105（2-3）      70（2）      70（2）

家　　庭 ― ― ― ―     105（3）     105（3）

体　　育 105（3） 105（3） 105（3）     105（3）     105（3）     105（3）

自由研究 ― ― ―  70-140（2-4）  70-140（2-4）  70-140（2-4）

総 時 間 770（22） 840（24） 875（25） 980-1,050（28-30） 1,050-1,190（30-34）1,050-1,190（30-34）
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⑧1950年　小学校6年制
学　　年 1 ，2 3 ，4 5 ，6

備考（抄録）

一、 この表は教科の指導に必要な時間の比率だけを示して
いる…

二、 教科と教科以外の活動を指導するに必要な一年の総
時間は、基準として次のように定められる。

　　　第1学年及び第2学年   870時間
　　　第3学年及び第4学年   970時間
　　　第5学年及び第6学年 1,050時間

国　　語
算　　数 45％～40％ 45％～40％ 40％～35％

社　　会
理　　科 20％～30％ 25％～35％ 25％～35％

音　　楽
図画工作

20％～15％ 20％～15％
25％～20％

家庭実技 　― ―

体　　育  15％  10％  10％

計 100％ 100％ 100％

　敗戦と連合国軍の占領は授業時数のあり方にも変更をもたらした。連合国軍は、1945年 12月に修身・国史・地理を停止し、
1946年7月に地理を10月に国史を再開するが、それに伴って授業時数の配当に変更が行われた。その間の授業時数は「国民学校
令施行規則」第1号表を基本に適宜修身の停止等を行った（⑥）。⑦は、1947年文部省刊行「学習指導要領一般編（試論）」によ
る「小学校の教科課程と時間数」。これまでと異なり1年間の総時間数が示され、1年間に35週の授業を行う場合の1週間の平均
時間数が丸括弧内に記された。「地域の事情、児童の要求」に応じるため時間数を弾力化したが、「児童の負担を考えて、ここに
示してある最高総時間を越えないように」することを求めた。同年の省令「学校教育法施行規則」（1947年5月23日公布だが同年
4月1日適用）により「国民学校令施行規則」は廃止され、省令により授業時数を定める制度（時数国定）が撤廃された。⑧は、
1950年の初等中等教育局長通知「小学校の教科と配当時間」による「教科についての時間配当の例」。同通知には「最終的なもの
ではありませんから、教育職員その他からいろいろ御意見を寄せられることを希望します」「命令的なものでなく参考資料である
ことを申添えます」との文言があった。

Ⅲ 高度経済成長期の年時数　道徳と時数国定の復活
⑨1958年8月　1961年4月施行（道徳は時数を20として1958年9月施行）

区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

教　
　
　
　
　

科

国 語 238（7） 315（9） 280（8） 280（8） 245（7） 245（7）

社 会  68（2）  70（2） 105（3） 140（4） 140（4） 140（4）

算 数 102（3） 140（4） 175（5） 210（6） 210（6） 210（6）

理 科  68（2）  70（2） 105（3） 105（3） 140（4） 140（4）

音 楽 102（3）  70（2）  70（2）  70（2）  70（2）  70（2）

図 画 工 作 102（3）  70（2）  70（2）  70（2）  70（2）  70（2）

家 庭 ― ― ― ―  70（2）  70（2）

体 育 102（3） 105（3） 105（3） 105（3） 105（3） 105（3）

道　　　　　　　徳  34（1）  35（1）  35（1）  35（1）  35（1）  35（1）

計 816（24） 875（25） 945（27） 1,015（29） 1,085（31） 1,085（31）
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⑩1968年　1971年4月施行
区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
数

国 　 　 語 238 315 280 280 245 245

社 　 　 会  68  70 105 140 140 140

算 　 　 数 102 140 175 210 210 210

理 　 　 科  68  70 105 105 140 140

音 　 　 楽 102  70  70  70  70  70

図 画 工 作 102  70  70  70  70  70

家 　 　 庭 ― ― ― ―  70  70

体 　 　 育 102 105 105 105 105 105

道 徳 の 授 業 時 数  34  35  35  35  35  35

総 授 業 時 数 816 875 945 1,015 1,085 1,085

⑪1977年　1980年4月施行
区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
数

国 　 　 語 272 280 280 280 210 210

社 　 　 会  68  70 105 105 105 105

算 　 　 数 136 175 175 175 175 175

理 　 　 科  68  70 105 105 105 105

音 　 　 楽  68  70  70 70 70 70

図 画 工 作  68  70  70 70 70 70

家 　 　 庭 ― ― ― ― 70 70

体 　 　 育 102 105 105 105 105 105

道 徳 の 授 業 時 数  34  35  35 35 35 35

特 別 活 勤 の
授 業 時 数

 34  35  35 70 70 70

総 授 業 時 数 850 910 980 1,015 1,015 1,015

　この時期、文部省の省令により授業時数を定めること（時数国定）が復活する。1958年8月28日省令25号により「学校教育法
施行規則」が改正され、第24条の2「小学校の各学年における各教科及び道徳の授業時数は、別表第一に定める授業時数を下っ
てはならない」が置かれ、別表第1により1年間の授業時数が定められるようになった。⑨は、その別表第1。丸括弧内は、1年
間に35週（第1学年については34週）の授業を行う場合の1週間の平均授業時数。別表第1の備考には授業時数の1単位時間を
45分とすることも記された。別表第1は、1961年4月施行とされたが、道徳についてのみ時数を20として1958年9月から施行
するものとされた。時数国定の復活は、道徳の復活と軌を一にするものだった。⑩は、1968年改正の省令「学校教育法施行規則」
の別表第1。1週間の平均授業時数の記載が消えたが、⑨の授業時数から変更はなかった。第24条の2の文言は「別表第一に定め
る授業時数を標準とする」に改められた。⑪は、1977年改正の省令「学校教育法施行規則」の別表第1。これまでの授業時数が過
密だったことへの批判をふまえ、配当されていなかった特別活動の授業時数を全学年の合計で314時間配当し、各教科の授業時数
を第4～6学年を中心に350時間削減した（削減率6パーセント）。
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Ⅳ 教育基本法改正前の年時数　総合的な学習の時間と5日制への対応
⑫1989年　1992年4月施行

区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
数

国 　 　 語 306 315 280 280 210 210

社 　 　 会 ― ― 105 105 105 105

算 　 　 数 136 175 175 175 175 175

理 　 　 科 ― ― 105 105 105 105

生 　 　 活 102 105 ― ― ― ―

音 　 　 楽  68  70  70 70 70 70

図 画 工 作  68  70  70 70 70 70

家 　 　 庭 ― ― ― ― 70 70

体 　 　 育 102 105 105 105 105 105

道 徳 の 授 業 時 数  34  35  35 35 35 35

特別活勤の授業時数  34  35  35 70 70 70

総 授 業 時 数 850 910 980 1,015 1,015 1,015

⑬1998年　2002年4月施行
区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
間

国 　 　 語 272 280 235 235 180 175

社 　 　 会 ― ―  70  85  90 100

算 　 　 数 114 155 150 150 150 150

理 　 　 科 ― ―  70  90  95  95

生 　 　 活 102 105 　― ― ― ―

音 　 　 楽  68  70  60  60  50  50

図 画 工 作  68  70  60  60  50  50

家 　 　 庭 ― ― 　― ―  60  55

体 　 　 育  90  90  90  90  90  90

道 徳 の 授 業 時 数  34  35  35  35  35  35

特別活動の授業時数  34  35  35  35  35  35

総合的な学習の時間 ― ― 105 105 110 110

総 授 業 時 数 782 840 910 945 945 945

　⑫は、1989年改正の省令「学校教育法施行規則」の別表第1。生活科の新設に伴い低学年の社会と理科の授業時数が廃止され国
語の授業時数が変更された。⑬は1998年改正の省令「学校教育法施行規則」の別表第1。新設の総合的な学習の時間に第3～6学
年の合計で430時間を配当した。総合的な学習の時間の新設と学校週5日制に対応するため、各教科と道徳ほかの授業時数を見直
すことが課題とされたが、道徳は削減されず、各教科は全学年の合計で743時間の削減にとどまり（削減率14パーセント）、特別
活動が第4～6学年の合計で105時間削減された（削減率33パーセント）。総授業時数は全学年の合計で418時間の削減にとどま
り、学校週5日制は1日あたりの授業時数を増加させて始まった（表2と図1参照）。
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Ⅴ 教育基本法改正後の年時数　1日時数のさらなる増加
⑭2008年　2011年4月施行

区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
数

国 　 　 語 306 315 245 245 175 175

社 　 　 会 ― ―  70  90 100 105

算 　 　 数 136 175 175 175 175 175

理 　 　 科 ― ―  90 105 105 105

生 　 　 活 102 105 ― ― ― ―

音 　 　 楽  68  70  60  60  50  50

図 画 工 作  68  70  60  60  50  50

家 　 　 庭 ― ― ― ―  60  55

体 　 　 育 102 105 105 105  90  90

道 徳 の 授 業 時 数  34  35  35  35  35  35

外国語活動の授業時数 ― ― ― ―  35  35

総合的な学習の時間の授業時数 ― ―  70  70  70  70

特別活動の授業時数  34  35  35  35  35  35

総 授 業 時 数 850 910 945 980 980 980

⑮2015年　2018年4月施行（時数表略）

⑯2017年　2020年4月施行
区　　　　　　　分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各
教
科
の
授
業
時
数

国 　 　 語 306 315 245 245 175 175

社 　 　 会  70 90 100 105

算 　 　 数 136 175 175 175 175 175

理 　 　 科 ― ―  90 105 105 105

生 　 　 活 102 105 ― ― ― ―

音 　 　 楽  68  70  60 60 50 50

図 画 工 作  68  70  60 60 50 50

家 　 　 庭 ― ― ― ― 60 55

体 　 　 育 102 105 105 105 90 90

外  国  語 ― ― ― ― 70 70

特別の教科道徳の授業時数  34  35  35 35 35 35

外国語活動の授業時数 ― ―  35  35 ― ―

総合的な学習の時間の授業時数 ― ―  70 70 70 70

特別活動の授業時数  34  35  35 35 35 35

総 授 業 時 数 850 910 980 1,015 1,015 1,015
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　⑭は、2008年改正の省令「学校教育法施行規則」の別表第1（第24条の2関係から第51条関係に改められた）。新設の外国語
活動に第5～6学年の合計で70時間を配当した。文部科学省は、2007年に全国一斉の学力テストを43年ぶりに復活させ、国内外
の学力テストの結果を重視する政策を強めていたことを背景にして、各教科の授業時数を全学年の合計で358時間増加させ（増加
率8パーセント）、総合的な学習の時間を第3～6学年の合計で150時間削減した。総授業時数は全学年の合計で278時間の増加と
なり、1日あたりの授業時数をさらに増やすものとなった。⑮には、2015年改正の省令「学校教育法施行規則」の別表第一を掲げ
るべきであるが割愛した。同改正は、道徳を特別の教科に格上げするために行われた。⑯は、2017年改正予定の省令「学校教育
法施行規則」の別表第1を2016年中央教育審議会答申から予想したもの。新設の外国語科に第5～6学年の合計で140時間を配当
し、第5～6学年に合計で70時間配当していた外国語活動を第3～4学年に配当する見込み。総授業時数は全学年の合計で140時
間の増加となり、1日あたりの授業時数を日本教育史上もっとも増加させたものとなる（表2と図1参照）。

表1　週授業時数の変遷（1941年の1時数は40分　1958年以降の1時数は45分）
学　 年 1 2 3 4 5 6

1886年 27.5 27.5 27.5 27.5 ― ―

1891年 18-27 18-27 27 27 ― ―

1900年 21 24 27 27 ― ―

1907年 21 24 男27 女28 男27 女29 男28 女30 男28 女30

1941年 23 25 27 31 33 33

1947年 ※ 22 24 25 28-30 30-34 30-34

1950年 ※※ 25 25 28 28 30 30

1958年 24 25 27 29 31 31

1968年 24 25 27 29 31 31

1977年 ※※※ 25 26 28 29 29 29

1989年 ※※※ 25 26 28 29 29 29

1998年 ※※※ 23 24 26 27 27 27

2008年 ※※※ 25 26 27 28 28 28

2015年 ※※※ 25 26 27 28 28 28

2017年 ※※※ 25 26 28 29 29 29

※ ……… 自由研究の時数を含む
※※ …… 教科以外の活動を指導する時数を含む
※※※ … 特別活動の時数を含む
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・表2より作成
・1941年の1時数は40分　1958年以降の1時数は45分
・1891年と1947年は下限の時数

2017年1月20日初版　作成発行　中央大学池田賢市研究室　東京学芸大学大森直樹研究室
本教育資料は大森直樹研究室ホームページからダウンロード可（www.u-gakugei.ac.jp/~omori）

表2　平日の授業時数の変遷（1941年の1時数は40分　1958年以降の1時数は45分）
学　 年 1 2 3 4 5 6

1886年 4.7 4.7 4.7 4.7 ― ―

1891年 2.8-4.6 2.8-4.6 4.6 4.6 ― ―

1900年 3.4 4 4.6 4.6 ― ―

1907年 3.4 4 男 4.6 女 4.8 男 4.6 女 5 男4.8 女 5.2 男 4.8 女 5.2

1941年 3.8 4.2 4.6 5.4 5.8 5.8

1947年 ※ 3.6 4 4.2 4.8-5.2 5.2-6 5.2-6

1950年 ※※ 4.2 4.2 4.8 4.8 5.2 5.2

1958年 4 4.2 4.6 5 5.4 5.4

1968年 4 4.2 4.6 5 5.4 5.4

1977年 ※※※ 4.2 4.4 4.8 5 5 5

1989年 ※※※ 4.2 4.4 4.8 5 5 5

1998年 ※※※ 4.6 4.8 5.2 5.4 5.4 5.4

2008年 ※※※ 5 5.2 5.4 5.6 5.6 5.6

2015年 ※※※ 5 5.2 5.4 5.6 5.6 5.6

2017年 ※※※ 5 5.2 5.6 5.8 5.8 5.8

※ ……… 自由研究の時数を含む
※※ …… 教科以外の活動を指導する時数を含む
※※※ … 特別活動の時数を含む

・週6日制の1886-1989年は（週授業時数－4時数（土曜の授業時数））÷ 5日　の式で算出
・週5日制の1998年～は　週授業時数 ÷ 5日　の式で算出

図1　平日の授業時数の変遷
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